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方の富山町から鋸南町にかけても散点的に分布する。三浦半島では横須賀市から逗子市にかけ

て、やはり小規模に点在 している。地質学上は「葉山―嶺岡構造帯」 (房総半島内では単に

「嶺岡帯」と呼ぶことがある)と 呼ばれ、日本列島の土台をつくる地帯のひとつである「四万

十帯」に属すると言われている。形成時期は古第三紀であり、これまでの 3つの地域に比べて、

時代が新しい。構成は、蛇紋岩を主体とし各種の塩基性火成岩を含み、やはリオフイオライト

と考えられている。嶺岡山地では断層に沿った細長い分布を示し、他の小規模な岩体も、断層

に沿って、より新しい時代の地層の中に貫入していると考えられる。産状としては、大きな岩

体ではなく、細かく砕かれた礫状を呈しており、それぞれの礫の外周は鏡肌で取り巻かれてい

る。

滑石の産出報告はほとんど見られない。時代が新しいこともあり、他の 3地域とは、被った

地質現象の性質が異なるためとも考えられる。

なお、これまでの調査で、遺跡から産出する玉類のなかで、蛇紋岩に関しては、房総半島の

嶺岡山地周辺を原産地とする報告がなされている (寺村・谷川,1986)。 今回、報告書を作成

するにあたり確認した玉類の中で、比較的特徴のある滑石が存在する。それは、透明感がある

淡い緑色の岩石中に黒色の斑点が見られ、さらに自形の磁鉄鉱の結晶が含まれるものである

(例えば、市原市武士遺跡 (縄文時代晩期 )、 千葉市榎作遺跡 (古墳時代 )な ど)。 このよう

な、透明感のある緑色を呈する滑石は、前述の蛇紋岩の種類で言うと、ダンかんらん岩 (ほ と

んどかんらん石からなるかんらん岩)が起源であろうと推定される。ダンかんらん岩を起源と

する蛇紋岩は、先に述べた 4地域のいずれにおいても産出する。量的には群馬県北部地域が最

も多い。

嶺岡山地周辺では、斜方輝石かんらん岩起源の蛇紋岩が大部分であるが、一部にダンかんら

ん岩を起源とするものが見られる。後者は、前者に含まれるようにして産出する。現在知られ

ているのは、鴨川市二子、富山町平久里中、鋸南町下佐久間である。これらの岩石中には磁鉄

鉱の自形結晶が顕著に見られる。また、この岩石は、寺村・谷川の報告のように、加茂川河床、

曽呂川河床、平久里川河床でも確認された。嶺岡山地周辺では、前述の 3地域以外でも、潜在

的にダンかんらん岩起源の蛇紋岩を含んでいると推測される。ただし、これらの蛇紋岩はあま

り滑石化しておらず、かなり硬い岩石であり、透明感にもやや欠ける。

房総半島以外では、日立地域の滑石は自形の磁鉄鉱結晶を多く含んでおり、比較的透明感の

ある岩石を産出する。ただし、片状が顕著で、塊状のものに乏しい (ただし、河床礫は確認し

ていない)。 関東山地北部地域及び群馬県北部地域は、透明感のある蛇紋岩はよく産出するが、

磁鉄鉱結晶をあまり含まない。いずれも、条件に少しずつ欠けている。

ところで、群馬県の古墳時代の遺跡から出土する滑石製玉類の原産地は、先の第 1の地域で

ある関東山地北部の利根川支流鮎川、鏑川流域であることが示されているほか (女屋,1988)、
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埼玉県や千葉県北部の玉作遺跡での原石入手に、利根川や荒川を利用した船運を重視する考え

もある (熊野,1988)。 これもやはり、関東山地北部の三波川帯を原産地と考える立場である。

以上のことから、千葉県内の遺跡から産出する蛇紋岩及び滑石製玉類の原産地は、嶺岡山地

周辺の可能性もあるが、そうではないことも十分に考えられる。特に、滑石製玉類に関しては、

嶺岡山地ではない可能性が高いと思われる。蛇紋岩製玉類については、千葉県内でも、北部と

南部で、異なる原産地を持つことも考えられる。

④ 緑色片岩

岩石の説明の項で述べたように、このような片岩類は、広域変成作用を被った地域に産出す

る。広域変成作用を受けているのは、ほとんどは、日本列島の土台をつくる新第三紀以前の地

質体に限られる (一部例外あり)。 関東地方では、関東山地北部の三波川帯 (前述 )、 群馬県

北部の上越帯 (前述 )、 茨城県北部日立地域の日立変成岩 (前述 )、 神奈川県西部丹沢山地の

変成岩類等である。また、房総半島南部の嶺岡山地でも、わずかに変成岩類が見られる。

蛇紋岩分布域とよく似ているが、これは、蛇紋岩の項で述べたように、もともと広域変成作

用は、地層が地下深くまで持ち込まれることが条件であり、その際に地下深くに存在する蛇紋

岩 (かんらん岩)を取り込む可能性が高いからである。

三波川帯は、最も代表的な変成帯であり、広域変成岩が広く分布する。黒色片岩 (砂質・泥

質片岩 )、 緑色片岩を主体とし、構成鉱物によりいくつかに変成分帯がなされている (た とえ

:ゴSeki,1958、 Toriumi,1975な ど)。

上越帯は、変成岩の分布はそれほど広くない。主な産地は、群馬県川場村薄根川流域、至仏

山周辺、谷川岳頂上周辺などである。黒色片岩、緑色片岩などが見られる (Hayama et al.,1969

など)。 この場合、変成岩は蛇紋岩中に取り込まれるようにして分布する。中生代白亜紀に花

商岩類の貫入を受けて、接触変成作用を被っている部分もある。

日立変成岩は、日立市西部の丘陵地域に比較的広く分布する。泥質片岩、緑色片岩 (塩基性

片岩)を 主体とし、特に緑色片岩が卓越している。ここでも、構成鉱物によつていくつかに分

帯されている (Kuroda,1959な ど)。 また、やはり花尚岩類の貫入により、接触変成作用を被っ

ている部分が存在する。

丹沢山地では、変成岩は丹沢山地の中心より南側に広く分布している。水系では酒匂川流域

である。また、山地中心より北側、相模川支流の道志川上流地域にわずかに分布する。緑色片

岩が多いが、この地域は、グリーンタフ地域であり、変成岩の原岩は熱水変質作用を受けて形

成された緑色凝灰岩であることが多い。変成岩の鉱物組成にもその特徴が現れており、その熱

水変質作用を含めた、変質一変成作用の分帯がなされている (た とえば、丹沢団研グループ,

1977)。 なお、この地域も、石英閃緑岩類の貫入を受けて、接触変成作用を被っている部分が

ある。
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嶺岡山地で変成岩が確認されているのは、鴨川市の鴨川漁港付近の屏風島及び金島、鴨川市

久保山北部、鴨川市嶺岡浅間、富山町平久里中沢向及び上ノ台などであり、大きさは数10cm

～数10m程度である (兼平ほか,1968、 荒井,1987MSな ど)。 いずれも蛇紋岩中に取 り込まれ

ていると考えられる。岩質は塩基性片岩 (緑色片岩、角閃石片岩 )、 珪質片岩 (ざ くろ石石英

片岩 )、 砂質片岩 (黒雲母片岩)が確認されており、構成鉱物も詳細に検討されている (大胡

。廣井,1991な ど)。 なお、変成岩の産状を考えると、上記の場所以外にも、蛇紋岩分布域内

には潜在的に含まれている可能性がある。

ところで、岩石の説明の項で述べたように、変成岩の同定の場合は、その構成鉱物、つまり

変成の程度 (受けた温度、圧力の違い)が大きな指標となる。玉類をつくる岩石の構成鉱物の

詳細が確認できれば、各地の変成岩の構成鉱物と比較することにより、原産地の候補はかなり

絞られると思われる。ただし、同じ程度の変成作用を被っている地域も複数存在するため、ど

れにあたるかの確定は難しい。また、同一変成帯内では、同じような鉱物組成を示す範囲は比

較的広いため、細かい産地同定は困難である。

⑤ 琥珀

前述のように、琥珀は主に中生代以降の非変成の浅海成～淡水成の地層から産出する。関東

地方において琥珀の産地として知られているのは、ほぼ千葉県銚子地域のみである。銚子地域

では、東側の海岸沿いに、中生代白亜紀前期の浅海成の地層が分布しており、地質学上は「銚

子層群」と呼ばれている。これらの地層は、全体的に植物化石を多量に含んでおり、琥珀も泥

質の地層を中心に、比較的普通に見られる。特に大吠埼南方の酉明浦及び君ケ浜北部の海鹿島

周辺で割合に多く産出する。爪の先程度の大きさのものが多いが、まれににぎりこぶし大前後

のものが見られる。

銚子地域以外では、同様な中生代白亜紀前期の浅海成の地層は、埼玉県秩父市の西方に分布

する「山中地溝帯」が知られている。また、茨城県那珂湊市、大洗町付近の海岸に自亜紀後期

の浅海成の地層が、群馬県北部の利根川支流片品川流域に、中生代ジュラ紀及び白亜紀の浅海

成の地層が分布しているが、いずれも植物化石は割合に多く含んでいるものの、琥珀はあまり

産出しないようである。

関東地方から少し離れると、福島県いわき市周辺の白亜紀後期の浅海成の地層から、琥珀が

多産している。この地層は、正確には福島県いわき市から北方の双葉郡檜葉町付近まで南北に

細長く分布しており、地質学上は「双葉層群」 (特に、その内の「玉山層」)と 呼ばれている。

恐竜のフタバスズキリュウが産出した地層である。この地域の琥珀の中からは、数多くの昆虫

化石が見いだされている (いわゆる"虫入り琥珀")。

その他の琥珀産地となると、北方では岩手県北部の久慈市周辺までとんでしまう。この地域

は、日本最大の琥珀産地である。産出する地層は、白亜紀前期の宮古層群、白亜紀後期の久慈
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層群、種市層、沢廻層、横道層である (藤山,1985)。 やはり、昆虫化石を多数含んでいる。

なお、この地域の琥珀は、古墳時代に奈良まで運ばれたとも言われている (藤山,1991)。

⑥ ひすい (ひすい輝石岩 )
ひすいの最も有名な産地は、新潟県糸魚川市の姫川上流小滝川流域、青海町青海川上流地域

である。この地域は、地質学上は「飛騨外縁帯」に含まれる地域である。主に非変成～変成古

生層とそれらの中に複雑に入り込む蛇紋岩から構成されている。"ひすい"を含むひすい輝石

一石英岩は、結晶片岩に伴う蛇紋岩中のブロックとして産出するため、ひとつの岩体はそれほ

ど大きくない。しかし、この蛇紋岩分布地域では、潜在的にどこにでも含まれている可能性が

ある。

この糸魚川地域ほど質、量ともに秀でていないが、ひすい輝石を含む岩石は、他の地域でも

産出する。関東地方では、関東山地北部の三波川帯である。埼玉県寄居町栃谷などに産出が知

られている (Hirajima,1983)。 ここでも、やはり蛇紋岩中のプロックとしてひすい輝右一石英

岩が産出しており、三波川帯中の他の蛇紋岩分布地域でも産出することが予想される。

D。 おわりに

以上、玉類をつくる各岩石種の現産地候補についてそれぞれ別に述べてきたが、いくつかの

岩石種が密接に関係して産出することに気付かれたと思う。具体的には、蛇紋岩、滑石、結晶

片岩類 (ひすい輝石岩も?)である。これ以外にも、地質学上密接に関係して産出する岩石の

組合せが存在する。ある遺跡から産出する玉類の原産地を考える場合、この組合せという視点

は重要だと思われる。ただし、これは、玉類の原石が限られた地域から入手されている場合の

話で、入手先が多岐に渡る場合には単純にはいかない。この点は人間活動の問題になるので、

ここではこれ以上は議論しないことにする。

また、調査に当たって感じたことは、露頭で観察される岩石と、河床礫として見られる岩石

との違いの問題である。もとの岩体から削剥された岩塊が河川を運搬される際には、柔らかい

部分は削り取られ、硬い部分が残る。露頭ではあまり見かけないような硬い岩石が、河床礫と

しては数多く見られたり、柔らかい岩石は露頭では見るものの、河床礫にはほとんど見られな

かったりする。この原産地における各岩石の存在比率と、河床礫でのそれは、かなり変わるも

のと予想される。これは量的な問題でもあり、また、質的な問題でもある。同一岩石種でも微

妙に質が異なり、より硬い部分が礫として残ることになるからである。一般に地質調査では、

河床礫についてはほとんど調査を行わないので、別に調査を行い、これらのデータや資料を収

集する必要があると思われる (た とえば、千葉県文化財センター,1987)。 なお、これを問題に

したのは、当時の人が、実際には原石を第 1次的にどこで手に入れていたか、つまり、露頭な

のか河床礫なのか、という疑間があり、後者の可能性が高いと考えたからである。これに関し
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ても、露頭の露出状況もあるが、多分に人間的な要素を含むので、ここでは問題を提示するに

止めることにする。

また、入手の 2次的な問題、つまり流通のことを考えれば、関東地方以外の地域も考慮する

必要が生じる。

いずれにしろ、今後、玉類の原産地同定をさらに深 く進めるならば、まず、実際の玉類の鉱

物組成、化学組成等を分析 し、その結果をもとに候補地をできるだけ絞っていく必要があるで

あろう。ただし、前述のように、分析データが決め手になるケースは非常に限られることが予

想され、詳細な原産地同定は難しいと思われる。同質の王類を産出する遺跡の分布 (千葉県外

も含めて)やそれらの産出状況、流通の問題なども考慮 し、総合的に判断する必要があるであ

ろう。
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滑石製模造品と各地の蛇紋岩・滑石の例

1.紡錘車 (滑石製)・・・千葉市榎作遺跡 117A-12

2.同 上

磁鉄鉱結晶を含む

3 蛇紋岩…富山町平久里中平久里川河床

あまり滑石化していない

4.蛇紋岩…鴨川市大尾加茂川河床

あまり滑石化していない

5 紡錘車片 (滑石製)¨・千葉市榎作遺跡 103-9

6.同 上

磁鉄鉱結晶を含む

7.蛇紋岩…群馬県利根郡白沢村岩室

組成が均―でない、ほとんど滑石化していない

8.滑 石…群馬県藤岡市上日野田本

各種の色 (鉱物組成)の ものがある
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図版 4
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図版 5
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図版 6
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図版 8
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図版 9

1 外小代j童跡の緑色凝灰岩製管玉製作工程 (1:母岩)
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図版10
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